
［成果情報名］ウメ枝枯病の伝染源  

［要約］ウメ枝枯病の胞子形成部位である子座は、樹内に存在する比較的小さな枯枝の病  

斑に多く形成され、園内に放置した枯枝病斑内の病原菌は7ケ月後でも生存している。病  

斑の胞子形成程度は枯枝の病斑で高く、伝染源として重要である。  
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［背景・ねらい］   

枝枯病の伝染源は病斑と推刺されるが、樹内には枯枝の病斑や、生存している枝でも形  

成彼の期間が異なる様々な病斑が存在する。そこで、これらの胞子形成、園内地表部に放  

置した枯死枝病斑内の病原菌の生存期間について検討し、伝染源を明らかにする。  

［成果の内容・特徴］  

1．努定後も樹上に残っていることの多い、基部直径13mmまでの比較的小さな枯枝で   

の4月の病斑形成枝率は88％と高く、子座の形成は39％の枝に静められる（第1表）。   

枯枝の病斑からは約40～50％の割合でjわわγP頭8d8属菌が分離され、発病のない圃の   

枯枝からの分離率は1．9％と低い（データ省略）。  

2．3～5年生枝の病斑には6月、12月ともに子座の形成はほとんど静められない。これ   

に対して病斑を形成した枯枝では26～40％に子座の形成が私められる（第1表）。  

3．4月下旬に園内地表部に放置した直径5mmの病斑形成枯枝からの4‘日雀の   

如ーワ∂甲山Jgrね属菌分離率は約47％で放置前と変わらず、98日後には約20％に低下   

し、213日後まで同程度で推移する。直径1cmの枯枝では213日後まで放置前と同程   

度で推移する（第1図）。  

4．枯死枝病斑での胞子形成は2日後から認められ、8日後に全枝で形成する。胞子数は   

6～8日後に増加する（データ省略）。  

5．子座を形成した枯枝病斑では、ほぼすべての枝で胞子が形成され、未形成病斑では胞   

子形成枝率が55％と高く、古い病斑でも35％で静められる。生存彼の病斑では5～15   

％と低く、胞子を形成した枝の1枝当り平均胞子数はいずれも0．5以下できわめて少な   

い（第2図）。  

［成果の活用面・留意点］  

1．発病樹では、努定時及び発芽期頃に、樹内の枯枝を努除することにより、伝染源量を   

減少させることができる。  

2．努除した枯枝は園内に放置すると秋期まで伝染源となる可能性があるため、園外に除   

去し、処分する。   



［具体的データ］   

表1 発病圃における樹内の生存枝、枯枝での病斑、子座形成状況  

枯枝での病斑、子座形成（4月）a   調査 子座形成病斑割合（％）b   
彼の 調査 病斑形成子座形成   園困（1．   

直径 枝数 枝率（別 技率（％）   時期  生存枝  枯枝   

5mm以下 254  87．0  43．7   1 6／17  1．3   
6－9mm  68  92．6  26．5   12／9  2．0  26．0   
10－13mm 15   86．7  20．0   2  6／17  0．7  42．0   

合 計 337  88．1   39．2   12／9  1．7  40．0   

a：No．1園で2004年4月に発病樹6樹から樹内枯枝を採取して調査  
b：生存枝は3－5年生の枯死していない枝の病斑、枯枝は病斑形成後枯死したと   

思われる枝の病斑。2004年の表中の時期にそれぞれ1園100病斑を調査。  
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図1 地表に放置した病斑形成枯枝からのあわγ∂5p血色㍗ゴβ属菌の時期別分離割合  
注）2004年4／23ウメ園地表部に枝を設置。各時期とも直径5肌枝は40病斑、1cm枝  

は20病斑から分離  
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子座 未形成 古い  初期 裂閑 古い 古い  
3－4 亜主枝   

。枝の病斑  生存枝の病斑  

図2 病斑の種類別柄胞子形成枝率と1枝当り胞子数  
注）2005年7月調査。胞子数は柄胞子形成枝の平均値。生存枝の病斑は初期病斑、  

裂開病斑、3－4年生枝の古い病斑、亜主枝程度の太枝の古い病斑を用いた。  

供試枝は25℃湿室に7－8日おいた後、0．5ml水中で振とうし、100倍10視野の  

胞子数測定  
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